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未来へつなぐ地域の安心と活力
　設立20周年を迎えた各地域まちづくり協議会では、これまでの歩みを礎に、地域の将来を見据えた
新たな取組の方向性をまとめました。
　人口減少や高齢化が進む中でも、「安心して暮らし続けられる地域」と「活力ある地域」を将来へ
つないでいきたい－－。その思いは、地域ごとの特色や課題は異なっていても、７つの協議会に共通
する大きな柱となっています。各地域の取組には、地域の活力を育むさまざまな取組が盛り込まれて
おり、住民同士の支え合いや協働を大切にしながら、それぞれの地域らしい未来像が描かれています。
　地域の声をもとにまとめられた、これからの地域づくりの姿。その概要と、各地域が目指す方向性に
ついてご紹介します。

～設立20周年を迎えた各地域まちづくり協議会が描く、これからの地域づくり～

日南町まちづくり協議会
設立20周年記念式典

会場：文化センターさつきホール
7.19（日）13：30－17：20

詳細はQRへ

記念講演
明治大学農学部
教授　小田切  徳美氏

スペシャルゲスト
日南町ボーカル
ユニット
歌実（うたたね）

日
野
上
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

・自治防災の充実、強化、
　安全装備の支援
・環境問題への意識向上
・子育て支援活動への協力
・買い物環境の維持
・eスポーツの普及促進
・人権啓発活動への参加促進

・日野上イチョウイベント
　への協力
・花いっぱい運動の推進
・生山駅無料休憩所や地域
　振興センターの活用
・SNSや広報誌によるイベ
　ント情報発信
・地域文化の継承

・自治会との連携強化
・LINE等を活用した連絡網
　の充実
・まちづくり懇談会の開催
・若い世代の参加促進
・空き家情報など地域情報
　の共有

健康で安心安全に
暮らせる地域づくり

豊かで楽しく暮らせる
地域づくり 持続可能な地域づくり
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・防災訓練の参加、実施

福祉・健康
・高齢者軽度生活援助事業の普及
・申請補助と継続訪問

支えあい活動
・自治会、各種団体との連携

交流・文化活動
・山上文化祭の開催
・スマホ・パソコン教室

子ども・若者交流
・夏休み交流事業

地域振興
・ホタル乃国おもてなし事業

スポーツ
・Gゴルフ・ソフトバレーな
　どの練習会や大会参加

広報活動
・「山上まちづくりの会」会報
　発行

楽しく暮らすために安心して暮らすために

防災組織の強化
・防災訓練の実施・参加
・日頃の備え・意識づけ
・支え愛マップの見直し

避難所の機能強化
・備蓄用品の充実
・設備等の管理、修繕

交流イベントの開催
・既存イベントの見直し
・健康づくり「百歳体操」　
の実施

地域資源の活用
・地域の魅力再確認
・空き家・未利用地の活用

共助のある暮らし
・イベント送迎の継続
・運転（支援）できる人の掘り
　起こし
・見守り、声掛け
・持続可能な組織体制の検討

持続可能な地域づくりを推進安心・安全・暮らしやすさ
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地域資源を活用した誘客
・聖滝、菅沢ダム日南湖周辺発信
・たたら製鉄、印賀鋼発信
・ガイド養成
・渉外活動実施

産業振興の取り組み
・自家野菜等交流販売
・たたら関連品製作
・農業体験

孤立・孤独防止・防犯対策啓発
・見守り活動の継続、強化
・特殊詐欺等の被害防止
・小地域行事への参加支援

生活機能維持向上
・移動支援
・除雪対策

地域防災力強化
・連絡体制、情報共有

対策構築
・地域内人的、物的状況把握
・有効で楽しめる災害訓練検討

生活環境維持
・有害鳥獣対策
・廃屋処分対策

いつまでも安心して暮らせる
まちづくり

物心両面で地域を
豊かにするまちづくり
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・自衛消防団の高齢化対策
　と組織強化
・買い物支援事業の継続と
　仕組みづくり
・集落支援員の活用による
　生活支援
・自治会の新しいあり方を
　検討

・かしらうちの伝承
・青少年育成行事の開催
・大人も子どもも楽しめる
　居場所として無理のない
　施設の開放
・気楽に見守り活動や子育
　てができる地域づくり

・多里火祭りなど地域イベ
　ントの継続
・桜公園などの地域資源の
　保全
・SNSを活用した情報発信
・エコツーリズム協議会との
　連携を深め、自然保護を念
　頭に置きながら、経済活動
　につながる活用

防災・支え愛活動 生涯学習・社会教育 自然活用
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・河川公園の利用促進
・旧福栄小学校の利活用検討
・観光資源の活用と維持管理
・山里Loadにちなんと連携
　し、空き家対策を行う
・SNSを活用した情報発信
　の強化

・防災・防犯対策・鳥獣被害
　対策
・「日南あんしんキット」の
　更新
・健康づくり活動の推進
・移動販売の活用検討
・スマホ教室の開催

・交流サロンの継続開催
・書籍の貸し出し
・文化祭の継続開催
・天体界道ウォーキング大会
　や地元産品販売
・夏祭りの継続開催
・世代間交流の促進

地域資源の有効活用・
資源の利用促進

健康で安心安全に暮らす
（支え愛活動）
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・支え愛マップの更新
・生活安全部会の開催

・文化・歴史学習
・GG・にちなんSCなどとの連携
・活動を継続する団体への助成

安全・安心に暮らす 学び・豊かに暮らす

・農業、林業、事業所、社寺との連携
・大倉花水木ロード管理
・施設・公園周辺の美化作業

・自治会活動支援
・専用LINE「いわみまち協Z」の立上げ
・役員会、総会の開催

環境保全と地域資源の
利活用

まち協の認知度向上と
組織づくり
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・集落支援員の活用による
　生活支援
・自治会の新しいあり方を
　検討

・かしらうちの伝承
・青少年育成行事の開催
・大人も子どもも楽しめる
　居場所として無理のない
　施設の開放
・気楽に見守り活動や子育
　てができる地域づくり

・多里火祭りなど地域イベ
　ントの継続
・桜公園などの地域資源の
　保全
・SNSを活用した情報発信
・エコツーリズム協議会との
　連携を深め、自然保護を念
　頭に置きながら、経済活動
　につながる活用

防災・支え愛活動 生涯学習・社会教育 自然活用

集
落
支
援
員

下
本
隆
司

会
長恵比

奈
礼
子

事
務
長

秋
末
道
江

地域担当職員
西
下
美
羽

（
に
ち
な
ん
十
色
）

小
谷
香
織

（
教
育
課
）

長
谷
川
貴
大

（
建
設
課
）

恵
比
奈
紗
良

（
住
民
課
）

福
栄
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

・河川公園の利用促進
・旧福栄小学校の利活用検討
・観光資源の活用と維持管理
・山里Loadにちなんと連携
　し、空き家対策を行う
・SNSを活用した情報発信
　の強化

・防災・防犯対策・鳥獣被害
　対策
・「日南あんしんキット」の
　更新
・健康づくり活動の推進
・移動販売の活用検討
・スマホ教室の開催

・交流サロンの継続開催
・書籍の貸し出し
・文化祭の継続開催
・天体界道ウォーキング大会
　や地元産品販売
・夏祭りの継続開催
・世代間交流の促進

地域資源の有効活用・
資源の利用促進

健康で安心安全に暮らす
（支え愛活動）

コミュニティづくり
（集いの場）

地域担当職員
田
中
美
咲

（
ま
ち
未
来
創
造
課
）

景
山
波
留
声

（
福
祉
保
健
課
）

長
戸
春
花

（
福
祉
保
健
課
）

山
中
智
哉

（
建
設
課
）

石
見
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

・町水防訓練、町総合防災訓練、自治会防災訓練の推進
・支え愛マップの更新
・生活安全部会の開催

・文化・歴史学習
・GG・にちなんSCなどとの連携
・活動を継続する団体への助成

安全・安心に暮らす 学び・豊かに暮らす

・農業、林業、事業所、社寺との連携
・大倉花水木ロード管理
・施設・公園周辺の美化作業

・自治会活動支援
・専用LINE「いわみまち協Z」の立上げ
・役員会、総会の開催

環境保全と地域資源の
利活用

まち協の認知度向上と
組織づくり

会
長福岡

正
純

事
務
長

中
村
美
由
紀

集
落
支
援
員

長
澤

　均

地域担当職員
新
田
剛
司

（
住
民
課
）

坂
村
美
枝

（
福
祉
保
健
課
）

田
辺
大
起

（
日
南
病
院
）

松
田
佳
子

（
住
民
課
）

集
落
支
援
員

安
達
静
香

集
落
支
援
員

智
下
え
り
子

事
務
長

伊
田
義
之

会
長松田

　正

集
落
支
援
員

長
谷
川
千
明



お世話になります 令和８年度

自治会長のみなさん
宮
　内  
和
田 

浩
一

矢
　戸  

山
根 

隆
男

上
三
栄  

中
曽 

森
政

三
　栄  

山
中 

辰
郎

河
　上  

新 

賀
寿
也

　霞
　  

久
城 

隆
敏

生
　山  
伊
藤 

政
美

茶
　屋  

野
口 

正
行

笠
　木  

木
下 

和
夫

丸
　山  

飯
塚

　

 

展

佐
木
谷  

松
岡 

宗
弘

福
寿
実  

坪
倉 

完
洋

豊
　栄  

青
木 

衆
治

神
福
下  

山
中 

憲
良

花
　口  

新
田

　学

上
萩
山  

谷
口 

石
根

萩
　原  

山
本 

勝
政

神
戸
上  

藤
定 

雅
樹

宝
　谷  

佐
藤 

俊
作

多
　里  

恵
比
奈
礼
子

湯
　河  
秋
末 

光
司

菅
　沢  

小
澤
美
知
弥

福
　塚  

見
田 

博
晃

三
　吉  

伊
田 

和
寿

中
石
見  

渡
邊 

泰
志

下
石
見  

内
田 

実
春

福
万
来  

若
月 

一
夫

阿
毘
縁  
生
田 

享
也

折
　渡  

大
塚 

正
司

神
福
上  

原

　

 

一
也

上
石
見  

稲
田 

正
伸

新
　屋  

出
口 

誠
司

印
　賀  

河
村 

達
也

※敬称略
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福祉保健課

449

ほほえみ
だより

山田恵主任管理栄養士

梅林千恵保健師

健康福祉センター

　夏から秋は気温が高く細菌が繁殖しやすい上、暑さで体力も落ちるため、
食中毒が起こりやすい季節です。食中毒は、ちょっとした心がけで防げます。 
ぜひ「食中毒予防の３原則」を実践してみてください。

食中毒から身を守ろう！食中毒から身を守ろう！

①つけない
■ 食中毒予防の３原則

食中毒菌は、手や調理器具を通じて食品に広がります。

【洗　う】

【包　む】

【分ける】包丁・まな板は、肉・魚・野菜用で使い分けをしましょう。

肉汁などが他の食品にかからないよう、肉や魚は小分けにして保存しましょう。

令
和
８
年
度
の
地
区
保
健
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　地
区
保
健
委
員
は
、
町
内
33
自
治
会
の
推
薦
に
よ
り
選
出
さ
れ
ま
す
。
現
在
48
名
の
地

区
保
健
委
員
が
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
数
回
の
研
修
会
、
住
民
健
診
の
お
さ
そ
い
や
、
健
康
教
室
の
企
画
等
が
主
な
活
動
内
容

で
す
。

（
敬
称
略
）

地
区
保
健
委
員

自
治
会

井
下
原
朋
子

河

上

坪
倉

　久
光

福
寿
実

坪
倉

　敬
子

佐
木
谷

坪
倉
か
お
り

福
万
来

新
田

　智
香

花

口

丸
山
ひ
と
み

三

吉

増
田

　重
子

福

塚

原

　
　弓

　

神
福
上

高
平

　信
子

豊

栄

貝
谷

　啓
子

折

渡

加
納
真
由
美

印

賀

佐
藤

　俊
作

宝

谷

白
根
由
佐
子

菅

沢

上
萩
山

戸
田
佐
奈
枝

西
村
登
代
美

大
柄

　瑞
穗

上
三
栄

井
川

　瑞
江

三

栄

松
本

　由
美

丸

山

絹
谷
千
登
美

梅
林

　千
惠

宮

内

足
立

　知
美

丸
山

　恵
子

阿
毘
縁

入
澤

　眞
澄

矢

戸

黒
田

　育
子

長
谷
川
誉
正

多

里

杠

　
　敦
美

高
橋

　三
佳

加

真
寿
美

神
戸
上

萩

原

吉
澤
美
津
惠

島

　美
鈴

上
石
見

宮
本

　蒔
子

則
本

　道
子

中
石
見

角
田

　恵
子

増
田
明
日
香

神
福
下

内
田

　実
春

内
田

　節
子

下
石
見

榎
尾

　光
子

長
谷
川
延
江

湯

河

松
本
さ
つ
き

古
垣
内
喜
久
美

新

屋

久
城
美
和
子

生
田

　豊
子

　霞

　
西
田

　淳
子

天
崎

　直
幸

生

山

木
山

　洋
子

坪
倉
有
希
子

茶

屋

山
浦

　栄
一

池
本

　
　郁

笠

木

調理前・食事前・トイレ後はしっかり手を洗いましょう。
調理器具もきちんと洗うことが大切です。

 ②ふやさない（室温で長く放置しない）食中毒菌は10℃～40℃の室温で急速に増殖します。

【冷蔵・冷凍保存】

【早めに食べる】

【解凍の方法に注意】室温解凍は菌を増やすため、解凍は冷蔵庫の中か電子レンジで行いましょう。

作った料理は長時間放置せず、早めに食べましょう。

要冷蔵品は、すぐ冷蔵庫へ入れましょう。
冷蔵庫内の温度を上げないために、詰めすぎには注意しましょう。

  ③やっつける（中心まで加熱・調理器具の殺菌）
【しっかり加熱する】

【でも、加熱を過信しないで！】

【調理器具の殺菌】まな板・包丁などの調理器具は、漂白剤や熱湯で定期的に消毒しましょう。
加熱しても残る毒素（黄色ブドウ球菌など）もあります。
そのため、まず①つけない、②ふやさない、の徹底が何より大切です。

火を通す料理は、中心部を 75℃以上で1分以上 加熱しましょう。

食中毒は、正しい知識と日々の習慣で防ぐことができます。ぜひ今日から実践してみてください！ 問合せ 福祉保健課 電話 82-0374

ほとんどの食中毒菌は、加熱によって死滅させることができます。



保木本 尚子相談員

日南町消費生活相談窓口（役場住民課）　TEL：８２-1112（月～金 8：15から17：00）
消費者ホットライン（局番なし）１８８　※お近くの相談窓口を案内します

＊不安な時は、まずは消費生活相談窓口をご利用ください。

パソコンにニセのセキュリティ警告画面が出た！
～サポート詐欺です。表示の電話番号には電話しない～

【アドバイス】
　どんな手口？
ウイルスに感染しているとウソの話をし、必要のない高額な支払いをするよう指示してき

ます。パソコンを遠隔操作するソフトを入れて、ネットバンキングからお金を振り込ませ

たり、クレジットカード決済させたり、コンビニからギフトカードを買わせたり、金銭的

被害が発生します。５万円～100万円と大変高額な請求をされる事例が多く、注意が必要です。

　どう対処したらいいの？
・画面に表示された電話番号には電話しない。

・警告音、警告表示が出たら、すぐにパソコンを強制終了しましょう。

・利用中のセキュリティソフトを確認し、そのセキュリティソフト会社に相談しましょう。

【事例】
　パソコンでネット検索していたところ、突然パソコンの画面に「ウイルス

感染しています。今すぐお電話ください。010-△△△―△△△・・・」と表

示され、大音量で「ウイルス感染しています。注意してください」と警告音

が鳴り続け止まりません。困って、表示された電話番号に電話したところ、オペレーター

から「パソコンにウイルス対策ソフトを入れる。有料プランになる。すぐに画面共有して

一緒に操作する。」と言われましたが、なんだか不安です。どうしたらいいの？

vol.36

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

ニ
ュ
ー
ス

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

ニ
ュ
ー
ス
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　令和８年度に販売する野菜の生産に必要な種苗
の購入費用を助成します。

【対象者】
①「白ねぎ」「ピーマン」「ブロッコリー」のいずれか
　の種苗をJA各生産部を通じて購入した方
②朝どれ野菜生産部に所属している方
③代表者の定めのある町内生産グループに所属し
　ている方
④耕作放棄地対策のために果樹を購入した方

【申請に必要なもの】
・購入した種苗または苗木の領収書等
・果樹の場合、植樹した圃場の写真

【助成金の額（補助率）】
購入費用の１/２を上限
（予算の範囲内、千円未満切り捨て）

【申請期限】
　令和８年１２月２５日までに申請してください。

今年も引き続き種苗費助成を行います
～日南町野菜等振興事業～

【事業対象】
集落内に生えており、クマの出没の原因となる放任
果樹
※所有者の同意が得られているもの
※山林や果樹園の伐採は対象外

【申請できる人】
放任果樹を所有している個人または、集落の代表者等

【申請に必要なもの】
①申請書
②所有者の同意書
③位置図
④果樹の写真

【事業の流れ】
町で発注し、10月末ごろまでに伐採します。
※対象経費５万円までの場合、申請者負担はありません。

【申請期限】
令和８年７月31日まで
※応募多数により、予算が不足する場合は、先着順とします。

放任果樹の伐採事業のお知らせ

【問合せ・申請先】 役場農林課　TEL：82-1114



　
出
水
期
と
は
川
が
増
水

し
や
す
い
時
期
を
い
い
、

こ
の
期
間
は
梅
雨
前
線
や

秋
雨
前
線
の
停
滞
、
台
風

の
接
近
な
ど
で
大
雨
に
な

り
や
す
い
期
間
で
す
。

長
時
間
に
わ
た
り
雨
が
続

く
こ
と
で
地
中
に
含
ま
れ
る
水
分
が
増
え

て
土
砂
災
害
の
危
険
が
増
し
ま
す
。
ま
た
、

河
川
の
増
水
に
よ
る
危
険
も
あ
り
ま
す
。

鳥
取
県
で
は
６
月
10
日
か
ら
10
月
20
日
ま
で

を
河
川
の
出
水
期
と
し
て
警
戒
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
近
年
は
気
候
変
動
で
日
本
周

辺
の
海
水
の
温
度
が
平
年
よ
り
高
い
傾
向

に
あ
り
、
大
量
の
水
分
を
含
ん
だ
空
気
が

日
本
に
流
れ
込
む
こ
と
に
よ
り
、
大
雨
が

降
り
や
す
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
海
水
の
温
度
が
高
い
と
台
風
も

発
達
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
出
水
期
を
安
全
に
過
ご
す
た
め
に
は
本

年
５
月
か
ら
大
き
く
変
更
と
な
っ
た
気
象

台
が
発
表
す
る
気
象
に
関
す
る
情
報
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
中
で
土
砂
災
害
や
大
雨
な
ど
安
全

な
と
こ
ろ
に
避
難
が
求
め
ら
れ
る
事
象
に

つ
い
て
は
危
険
警
報
が
新
設
さ
れ
、
併
せ

て
レ
ベ
ル
が
危
険
度
に
応
じ
た
数
値
で
示

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
気
象
情
報
に
付
記
さ
れ
る
レ
ベ
ル

は
日
南
町
か
ら
発
令
さ
れ
る
警
戒
レ
ベ
ル

と
は
必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　
日
南
町
が
発
令
す
る
町
民
へ
の
避
難
を
呼

び
か
け
る
情
報
は
次
に
示
す
よ
う
に
警
戒
レ

ベ
ル
と
し
て
防
災
無
線
等
で
呼
び
か
け
ま
す
。

【
問
合
せ
】
役
場 

総
務
課 

８
２―

１
１
１
１
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今
年
も
出
水
期
に
入
り
ま
し
た

選挙管理委員会委員長に山本さんが就任
新しい委員に中島さんが就任
日南町選挙管理委員の任期満了に伴い、議会において１名の方が新任、３名の方が
再任されました。また、委員会で生山の山本智恵さんが委員長に選出されました。
委員の任期は令和12年５月12日までの４年間です。
委員長　　　山本　智恵さん（生山）　委員長代理　山脇　良円さん（印賀）
委員　　　　前田　純子さん（霞）　　委員　　　　中島　宏二さん（生山） 新任の中島宏二さん

【
警
戒
レ
ベ
ル
３
】
高
齢
者
等
避
難

　
災
害
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
避
難
に
時
間
が
か
か
る
人

は
安
全
な
場
所
に
避
難
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

【
警
戒
レ
ベ
ル
４
】
避
難
指
示

　
災
害
の
危
険
が
切
迫
し
て
い
ま
す
。
危
険
な
と
こ
ろ
に

い
る
人
は
速
や
か
に
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

【
警
戒
レ
ベ
ル
５
】
緊
急
安
全
確
保

　
災
害
の
危
険
が
極
め
て
切
迫
し
て
い
る
か
、
す
で
に
災

害
が
起
こ
っ
て
避
難
所
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。
総
合
的
に
判
断
し
、
自
ら
の
命
を
守
る
最
善
な

行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
避
難
を
呼
び
か
け
る
情
報
が
な
く
て
も
、
危
険
を
感
じ

た
ら
安
全
な
と
こ
ろ
に
避
難
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
気
象
台
が
発
表
す
る
大
雨
や
土
砂
災
害
注
意
報
・
警
報

は
年
々
精
度
が
向
上
し
て
い
る
た
め
、
以
前
に
比
べ
て
、

よ
り
強
い
雨
が
降
ら
な
い
と
注
意
報
や
警
報
が
発
表
さ
れ

ま
せ
ん
。

　
特
に
、
レ
ベ
ル
３
土
砂
災
害
警
報
が
発
表
さ
れ
る
と
高

い
確
率
で
レ
ベ
ル
４
土
砂
災
害
危
険
警
報
に
移
行
し
ま
す
。

　
ま
た
、
顕
著
な
気
象
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
に
表
に

示
す
情
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
の
で
こ
ち
ら
に
も
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

気象解説情報
（今後の気象状況を幅広く伝える）
（線状降水帯半日前予測）
（台風第○号）
（大雨）

気象防災速報
（極端な現象を速報的に伝える）
（記録的短時間大雨）
（線状降水帯発生）
（線状降水帯直前予測）
（短時間大雪）
（竜巻注意/竜巻目撃）

パスポート手数料が変わります！
パスポート取得手数料が令和８年７月１日申請分から変わります。
詳しくは外務省ホームページをご覧ください。

（改定表一部抜粋）電子：電子申請　窓口：窓口申請　　【問合せ】役場 住民課82－1112

年　齢 旅券種別 （令和8年6月30日まで申請分） （令和8年7月1日以降申請分）

18歳以上

18歳未満
（12歳以上）

12歳未満

10年
5年

5年

5年

電子 15,900円　　窓口 16,300円
電子 10,900円　　窓口 11,300円

電子 10,900円　　窓口 11,300円

電子　5,900円　　窓口　6,300円

電子 8,900円　　窓口 9,300円
18歳以上５年旅券廃止

電子 4,400円　　窓口 4,800円

外務省関連ページQRコード

▲



５

　町内では16年ぶりとなる新嘗祭献穀米の栽培

が始まり、田植え式が執り行われました。献穀

奉仕者の大塚貴昭さん・玲子さんご夫妻（折

渡）所有の水田で行われ、田植えに先立ち神事

を執り行って豊作を祈願。その後、大塚さん夫

婦を中心に、平井伸治知事や来賓の方、早乙女

の皆さんが、献上する「星空舞」の苗を丁寧に

植えられました。生産者の大塚さんは「最高の

出来になるように、全力で育てていく」と力強

く宣言されました。

５ 歴史と自然を満喫
生山城登山「春の陣」

　GW期間中に「生山城登山　春の陣」を開催し、

スタッフを含め約50名が参加しました。今回で3

回目の企画で、青空の下、新緑が映える気持ち

よい天候となり、参加者の皆さんは楽しく登山

を満喫されました。生山城は尼子氏と毛利氏が

激しく攻防を繰り広げた歴史の舞台で、今も見

事な石垣が残ります。山頂付近の見張岩からは

生山の町並みを一望でき、希望者は石霞渓にも

立ち寄り、自然の魅力を味わいました。

13 ２
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まちの話題まちの話題

19
５ カブトムシの幼虫を

にちなん十色に贈呈

　エコリビレッジ合同会社の代表・谷口石根（上

萩山）さんから、にちなん十色の園児へカブト

ムシの幼虫が贈られました。同社は、竹害に課

題意識を持ったことをきっかけに、竹伐採事業

を行い竹チップを製造。カブトムシが育った後

は有機肥料として販売しています。竹チップの

中にいる幼虫をブルーシートの上に広げると、

園児たちは興味津々に観察していました。谷口

さんは「自然環境を循環させたい」と話しました。

５ 春の叙勲「瑞宝双光章」を
受章

　鳥取県庁において、高見徹・日南病院名誉院

長が春の叙勲「瑞宝双光章」を受章されました。

平井伸治知事から勲記と勲章を受け取られた後、

役場で中村町長へ受章報告が行われました。高

見さんは「喜びより驚きが大きかったが、病院

を代表して受章するものであればいいと思った。

これからも日南病院の今後を考えていきたい」

と話されました。中村町長からは「病院を継続

していける体制を整えてくださいました」と感

謝を述べました。

14

16年ぶりの新嘗祭献穀米
田植え式を実施

おおつか たかあき

ひらい しんじ

れいこ

たにぐち いわね

たかみ とおる



日南病院で「看護フェア」開催

第45回にちなん食のバザール
に約3,500人が来場

　第45回にちなん食のバザールが、先日10周年

を迎えた道の駅にちなん日野川の郷で開催され、

町内外から約3,500人が訪れました。今回のテー

マは「肉」。食のバザール実行委員会による豪快

な牛塊焼肉やオリジナルハンバーガーが登場した

ほか、町内特産物を使ったメニューも並び、会場

は多くの来場者で賑わいました。特設ステージで

は和太鼓の迫力あるパフォーマンスが披露され、

食と音楽で盛り上がる一日となりました。

　5月12日は、近代看護の母といわれるフローレ

ンス・ナイチンゲールの生誕にちなみ、「看護

の日」として制定されています。日南病院では

５月22日（金）に看護フェアを開催し、病院玄

関では栄養補助食品のサンプルなどを配布しま

した。またラウンジでは、リハビリ科の職員か

らレクチャーを受けた新人看護師や実習生によ

るハンドマッサージを実施。施術を受けた方か

らは「初めてだったが、気持ちよかった」との

声がありました。

５

５

30

22

11　  広報にちなん令和８年７月

まちの話題まちの話題

５
にちなん十色×日南小
川に元気いっぱいアユを放流

　日野川水系漁業協同組合の活動にあわせ、に

ちなん十色の園児と日南小学校の児童が合同で

アユの放流を行いました。小学校との合同放流

は今回が初の試みで、約100kg・１万匹のアユが

日野川に放流されました。バケツでの放流を体

験した後、透明の波板で作った滑り台から勢い

よくアユを川へ放流し、大盛り上がり。参加し

た子どもたちは「大きく育ってほしい」と笑顔

で話しました。7月には、アユのつかみ取りと実

食体験も予定されています。

28

24
５ 鳥取大学の学生が

日南町で早期体験学習

　鳥取大学の「とっとり暮らし早期体験学習」

で、清水教授の引率のもと学生約20名が日南町

を訪れました。山里Loadが移住・定住の取組を

紹介し、町内巡りでは生山地区の空き家やにち

なん中国山地林業アカデミーを訪問し、林業体

験も行いました。地域の暮らしや自然に触れる

機会となりました。また来町に先立ち、役場職

員が大学で事前学習会を実施し、まちづくりや

地域の魅力を説明しました。
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　皆さん、こんにちは！ついに夏がやってきましたね！
今日は、イギリスで大人気の夏の過ごし方、ミュージッ
クフェスティバルをご紹介したいと思います！
　ミュージックフェスティバルは、イギリスで非常に人
気のある夏のイベントです。イギリスでは通常、週末を
通して開催されます。会場には音楽や食事、アクティビ
ティなどの様々なエンターテインメントを楽しめるテン
トがあります。参加者はそこでキャンプをしながら、そ
れらのテントを巡ります。中でも最大規模のものはグラ
ストンベリー・フェスティバルで、毎年約21万人が訪
れます。デヴィッド・ボウイ、ポール・マッカートニー、
エルトン・ジョン、ビヨンセといったアーティストが出
演したこともあります。しかし、地元のアーティストや
バンドを紹介する小規模なフェスティバルも数多く開催
されています。
　毎年、イギリス各地で数百もの小規模なミュージック
フェスティバルが開催され、フォーク、ディスコ、エレ
クトロニック、ジャズなど、想像できるあらゆるジャン
ルの音楽が楽しめます。私が子どもの頃は、子ども向け
の催しがたくさんある、家族向けのミュージックフェス
ティバルに両親とよく出かけていました。ティーンエイ
ジャーの頃は、誰かが初めて車を買ったら、友達と
ミュージックフェスティバルに行くのが一種の通過儀礼
のようなものでした。
　ミュージックフェスティバルは、夏のイギリスの田園
地帯で音楽や食事、そして太陽の光を満喫しながら、屋
外に出る絶好の機会なのです！

　Hello everyone! Summer is finally 
here! Today, I'd like to introduce you 
to a very popular summer activity in the UK: music 
festivals!
　Music festivals are extremely popular summer 
events in the UK. They are usually held over the 
weekend. The venues feature tents offering a variety 
of entertainment, including music, food, and 
activities. Attendees camp there and move between 
the tents. The largest is Glastonbury Festival, which 
attracts approximately 210,000 people annually. 
Artists such as David Bowie, Paul McCartney, Elton 
John, and Beyoncé have performed there. However, 
there are also many smaller festivals showcasing 
local artists and bands.
　Every year, hundreds of smaller music festivals are 
held throughout the UK, offering a wide variety of 
music genres, including folk, disco, electronic, and 
jazz. When I was a child, I often went with my parents 
to family-friendly music festivals with lots of 
activities for children. As a teenager, going to a 
music festival with friends after someone bought 
their first car was a kind of rite of passage.
　Music festivals are a great opportunity to get 
outdoors and enjoy music, food, and sunshine in the 
English countryside during the summer!

国際交流員
エラの Happy Column   Hello!　　エラです
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発行：教育委員会
　　　電話82－1118

電気を使わずに演奏する楽器のこと。
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第
２
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

　５
月
の
人
権
講
座
で
は
、
D
V
D
「
見

上
げ
れ
ば
〜
誰
も
が
支
え
合
え
る
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て
」
を
視
聴
し
ま
し
た
。

　ひ
き
こ
も
り
の
背
景
や
状
態
は
人
そ
れ

ぞ
れ
で
す
が
、
長
期
化
す
る
と
社
会
や
人

に
対
す
る
恐
怖
心
が
強
ま
り
、
本
人
や
家

族
の
人
生
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　こ
の
ド
ラ
マ
で
は
、
で
き
る
だ
け
早
い

段
階
で
適
切
な
支
援
に
つ
な
が
る
こ
と
の

重
要
性
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
信
頼
で
き
る

他
者
と
つ
な
が
っ
た
り
、
寄
り
添
っ
て
く

れ
る
人
と
会
っ
た
り
で
き
る
「
居
場
所
」

の
存
在
が
回
復
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と

も
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　視
聴
後
に
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と

「
寄
り
添
い
支
え
合
え
る
社
会
の
実
現
に

は
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
話
し
合
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
は
、
一
人
ひ
と
リ
が
孤
立

し
な
い
よ
う
周
囲
や
地
域
が
声
掛
け
を
行

う
こ
と
、
相
談
で
き
る
人
や
信
頼
で
き
る

人
、
そ
し
て
友
達
の
ほ
か
に
相
談
セ
ン

タ
ー
の
存
在
が
必
要
で
は
、
と
い
っ
た
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
の
感
想
に
は
「
テ
ー
マ
を
挙
げ
て

い
た
だ
き
意
見
交
換
が
で
き
て
良
か
っ
た

で
す
。
」
と
あ
り
ま
し
た
。

〇
第
４
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
」

■
講
師
　
尾
崎
　
真
理
子
さ
ん

（
鳥
取
県
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
上
席
主
任
研
究
員
）

■
日
時
　
７
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

■
会
場
　
役
場
防
災
会
議
室

〇
７
月
の
人
権
・
行
政
相
談

■
日
時
　
７
月
10
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

■
会
場
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
道
の
駅
に
ち
な
ん
日
野
川
の
郷
向
か
い
）

※

こ
の
日
は
、
弁
護
士
に
よ
る
相
談
所
が
、

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

弁
護
士
相
談
を
ご
希
望
の
際
は
、
予
約
が

必
要
で
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
人
権
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
鳥
取
県
弁
護
士
会
米
子
支
部

（
電
話
０
８
５
９-

２
３-

５
７
１
０
）
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〇
１
０
０
円
モ
ー
ニ
ン
グ

　
地
域
住
民
と
の
交
流
の
場

■
日
時
　
７
月
27
日
（
月
）
　
　

　
午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
　
　

■
会
場
　
人
権
セ
ン
タ
ー

■
申
込
　
７
月
24
日
ま
で

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

【
お
知
ら
せ
】

お 

さ 

き

ま  

り  

こ
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お知らせ

　『孤独のグルメ』、『遥かな町へ』で知られる谷口

ジロー。その緻密さ、圧倒的なテーマの広さ、鳥取県

ゆかりの漫画家の軌跡を辿る企画展。

　緻密な描線やストーリーテリングで、昭和38年の

鳥取県・倉吉を舞台とした『遥かな町へ』やドラマで

も人気を博す『孤独のグルメ』を描き出した漫画家・

谷口ジロー（1947–2017／鳥取県出身）。

　デビューから約50年間、その創作は多岐にわたり、

「食べる」「歩く」といった日々の営みから、「時代

の思想風景」など抽象的な概念に至るまでマンガに昇

華してきました。本展では、その探求心が切り拓いた

谷口ジローの創造の軌跡を紹介します。

□日 2026年７月11日(土)～８月30日(日)

　  9：00 ～ 17：00（入館は閉館30分前まで）

　  ※8月8日（土）、9日（日）、22日（土）は20時まで開館

　  ※休館日は毎週月曜日（7月20日、8月10日は開館）、7月21日(火)

□場 鳥取県立美術館　3F 企画展示室

　  主催：谷口ジロー展実行委員会

□問 鳥取県立美術館　TEL ：0858-24-5442(代表)

鳥取県立美術館企画展「マンガを拓く 谷口ジロー」

□日・日時　□場・場所　□内・内容　□定・定員　□申・申込み　□問・問合せ　□対・対象

　　　「ふらり。」©PAPIER/Jiro TANIGUCHI

地域おこし協力隊コラム地域おこし協力隊コラム vol.2

地域おこし協力隊として
日南邑で活動スタート

ふるさと日南邑
川部　優磨

　今年から日南町の地域おこし協力隊として、
ふるさと日南邑で活動しています。キャンプ場
や宿泊、合宿などの事業を活かしながら、新た
な起業への挑戦にも取り組み、日南町の魅力を
多くの方に知っていただけるよう頑張っていま
す。地域の活性化につながるよう、地域の皆さ
まと協力しながら活動していきますので、よろ
しくお願いいたします。

日南町へのUターンと
農業の新しい学び

有限会社 山本農場
橋上　新一郎

　日南町出身でUターンしてきました。農業を
手伝う中でプール育苗を知り、米の育苗以外で
の活用に可能性を感じました。現在は水耕栽培
に挑戦し、新たな農業の形を模索しています。



  広報にちなん令和８年７月　  16□日・日時　□場・場所　□内・内容　□定・定員　□申・申込み　□問・問合せ　□対・対象

ご利用ください！日南町スポーツ・健康づくり補助金
　スポーツ、健康づくり活動に参加、継続するための経費を補助します。様々なシーンでの活動経費を支援し
ますので、お気軽にご相談ください。

・町内に拠点を置き、スポーツ・健康づくり活動を主に行う団体
・部活動地域移行の受け入れ先等、日南町教育委員会が特に認める団体　など交付対象者

1. 活動継続助成

10/10

事業実施に不可欠な経費（指導者報償
費、講師謝金、教材費など）を補助

補助率

40,000円/年補助上限額

2. 指導者助成

1/2

各競技の公認指導者資格、または団体
運営上必要な資格に係る受講料や公認
指導者資格登録料などを補助

補助率

40,000円/年補助上限額

3. 上位大会出場助成

10/10

全国大会、西日本大会、中国大会または
同等以上と認められる大会の出場に係る
交通費、宿泊費、大会参加料の補助

補助率

50,000円/年
補助上限額（手数料、交通費、宿泊費等は除く）

（手数料等は除く）

選手･指導者1人につき

その他、補助対象内容にスポーツ活動に係る保険料の助成や、公式大会に出場するための登録料
助成があります。補助事業にはその他要件がありますので、詳しくはHPから補助要綱をご覧いた
だくか、お問い合わせください。
問合せ：日南町教育委員会（☎82-1118）担当：田辺

～お好きなサイズで1枚から大判印刷が利用できます～
教育委員会では横断幕やポスターなどで使用する大判印刷を
有料で承っています。幅は914mmか610ｍｍで、長さは自由に
印刷できます。地域や団体でのイベントPRなどにいかがでしょ
うか。ご希望の際は、教育委員会へご相談ください。

印刷料金（白黒・カラー共通、1mあたりの料金）
610mm幅　普通紙

150円
914ｍｍ幅　普通紙

220円

610ｍｍ幅　耐水紙
580円

914ｍｍ幅　耐水紙
860円

令和９年度入隊者を募集します。

※は高専3年次修了者も対象。試験日の詳細は受付時または鳥取地方協力本部HPでお知らせしています。

●日南町役場採用制度説明会

□日 7月11日（土）午前１０時〜午後２時

□場 日南町役場 防災会議室

☆参加者に自衛隊グッズをプレゼント！

□問 自衛隊米子地域事務所　電話：33-2440

自衛官・防衛大学校・防衛医科大学校生 募集募集

鳥取地方協力本部HP

区　分 対象年齢 受付期間

２等陸・海・空士（任期制）

一般曹候補生（陸・海・空）

航空学生（海・空）

防衛大学校学生

防衛医科大学校（医・看護）

18～33歳未満

18～33歳未満

18～24歳未満※

18～21歳未満※

18～21歳未満※

年間を通じて

①７月１日（水）～９月１日（火）

②９月15日（火）～11月20日（金）

７月１日（水）～８月２８日（金）

（一般）７月１日（水）～１０月１５日（木）

（推薦・総合選抜）９月５日（土）～９月８日（火）

（医学科）受付期間：７月１日（水）～１０月８日（木）

（看護科）受付期間：７月１日（水）～１０月２日（金）
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お知らせ

「転職を考えている」「どんな求人があるのかな」「仕

事探しはどうやって？」「履歴書の書き方を教えてほし

い」等など、すべての世代の方の相談を幅広くお受けし

ています。

□内 　　

【相談は担当制】はじめの一歩から就職後のフォロー

まで、決まった担当スタッフが全力サポートします。

【土曜日利用OK】土曜もオープン。開所時間は平日・

土曜の午後６時15分までです。

【応募書類が作成できる】履歴書、職務経歴書等の作

成に使えるパソコンがあります。

【充実した相談窓口】生活困りごと、ひとり親家庭、障

がい者就業・生活の相談窓口を定期的に設けています。

□問 鳥取県立米子ハローワーク（イオン米子駅前店４階）

　  電話：0859-21-4585

　  開所時間：月～土曜日 10：00-18：15

お仕事相談は鳥取県立米子ハローワークへ！

労働セミナーのご案内
　第１回は「人が足りない時代の職場づくり～離

職・休職を防ぎ、必要な指導も機能する“心理的安

全性”とは～」をテーマに開催します。

講師：桑本　玉枝　キャリアコンサルタント

参加費：無料

□日 7月14日（火）午後2時～午後3時半

□場 米子市立図書館2階　研修室

□対 管理者、リーダー、労務担当者向け

□定 50名

□問 みなくる米子

TEL：(0859)31-8785

FAX：(0859)21-0034

募集

くわもと たまえ

鳥取県立産業人材育成センター米子校
オープンキャンパス2026開催

　自動車整備科、デザイン科、設計・インテリア科

の各学科について説明を行うとともに、体験学習を

実施します。なお、本イベントは雇用保険受給中の

方の求職活動実績として認められます。

①□日 7月25日（土）午前９時半〜午前11時半

　締め切り：7月13日（月）午前12時

②□日 9月5日（土）午後１時半〜午後３時半

　締め切り：8月24日（月）午前12時

①・②共通

□定 自動車整備科8名、デザイン科10名、設計・イン

テリア科10名

　参加費・材料費：無料

申込方法：一般の方はQRコードからお申込みください。

※高校生は担任の先生に相談し、学校単位で所定の

用紙にてお申込みください。

持ち物：筆記用具、上履き（自動車整備科は実習用外履き）

□問 鳥取県立産業人材育成センター米子校

TEL：0859-24-0371

FAX：0859-24-4094

募集

　ポリテクセンター米子では、求職者の方を対象に

ものづくりの技能・技術・専門知識を身につける訓練

を行っています。初心者の方も基礎から学べるので安

心です。また、就職支援のシステムも充実しています。

手に職をつけたい、自分に足りないところを身につけ

スキルアップしたい方におすすめの訓練です。

≪令和８年９月入所生（離職者対象）募集≫

①産業技術科（６か月訓練）

　●定　　員　12名

　●訓練期間　９月１日（火）～２月26日（金）

②ビル管理技術科（６か月訓練）

　●定　　員　１２名

　●訓練期間　９月１日（火）～２月26日（金）

①・②共通

　●募集期間　７月13日（月）～８月７日（金）

　●見 学 会　７月14日（火）、７月28日（火）

　●体 験 会　８月４日（火）

　●入所資格　求職中の方

　●受 講 料　無料（テキスト代等の実費は自己負担）

　●参　　考

　　雇用保険受給資格者で一定の要件を満たす方は、

　訓練最終日まで受給期間が延長されます。雇用保

　険受給資格者以外の方も一定の要件を満たせば、

　職業訓練受講給付金を受給しながら受講できます。

　詳しくはハローワークにお問い合わせください。

□申 最寄りのハローワーク

　（ハローワーク根雨　TEL：72-0065）

□問 ポリテクセンター米子 訓練課

　　TEL：0859-27-5115

公共職業訓練の受講生募集募集

募集

　鳥取県緑化推進委員会は、赤ちゃんの誕生をお祝いして

配布希望者100名を募集中。（※応募者数が100名を

超えた場合は、抽選により決定。）

●応募期間：6月1日（月）～9月30日（水）まで

　　　　　（当日消印有効）。

●□対 令和７年8月1日（金）～令和８年7月31日（金）に

生まれた、県内在住の赤ちゃん。

●配布樹種：オタフクナンテン・ハナミズキ・オオデマリ・

ツリバナ・ナツツバキ・ジンチョウゲの６種から1種選ぶ。

●記載事項：「誕生記念樹希望」と記載し、郵便番号、住

所、氏名、電話番号、赤ちゃんの氏名（ふりがな）、生年

月日、希望樹種、「誕生への想い」を記載し、はがき、

FAX、電子メールなどで申し込む。当選は発送をもって

通知とする。

□問  公益社団法人鳥取県緑化推進委員会

〒680-8570 鳥取市東町一丁目２２０番地

（鳥取県農林水産部森林・林業振興局内）

電　話：0857－26－7416 ＦＡＸ：0857－26－8192

メールアドレス：info@tottori-green.or.jp

ホームページ：http://www.tottori-green.or.jp

赤ちゃんの「誕生記念樹」の配布
希望者募集

申込フォーム

一般の方
申込フォーム

▲
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※「手話表現には、色々な表現方法があります。」
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左手は指先を前
に向けて立てて
構え、右手の指
先から左手の親
指側を乗り越え
て左の方へ移動
させる

左手は小指と親指を
立てて手の甲を相手
側にして構える。右
手は人差し指・中指・
薬指を立てて左手の
上で「災」の上の「　」
部分を表す
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に向けて胸の前
で水平に並べて
同時に前後に揺
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編集後記
　今回の表紙は中学校の部
活動の風景を撮影しました。
運動部は西部地区夏季総
体前、吹奏楽部はサマー・ブ
ラスコンサート前と、忙しい時
期にお邪魔しました。どの部
活動も真剣な表情で練習に
取り組んでいました。この写真は部活終わりの一枚で、ガッツポー
ズからも気合が伝わってきます。

（令和８年５月1１日～令和８年６月1０日受付分）

令和８年５月末日現在

お悔やみ申し上げます
　氏　　名       　　       年　齢　　　　   住　所

坂　本　勝　義　　 85歳　　　 印　賀
藤　澤　純　子　　 93歳　　　 生　山
久　城　和　夫　　 93歳　　　 　霞
田　邊　　　崇　　 98歳　　　 三　栄
長谷部　　　昇　　 70歳　　　 河　上
西　村　 　友　　 82歳　　　 萩　原
藤　田　幹　子　　 95歳　　　 湯　河
福　田　喜美惠　　 94歳　　　 神戸上
岸　　　幸　子　　 99歳　　　 下阿毘縁

外国人を含めた世帯数と人口を掲載しています。

■世 帯 1,780（＋  2）  ■人 口  3,673（ −  1）
■    男 1,746（ −   2）  ■　  女  1,927（＋  1）

出生　　1（＋ 1）
死亡　　8（＋ 2）

転入等　13（ − 5）
転出等　 7（ − 2）

■自然動態 ■社会動態
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者
福
祉
・
障
が
い
者
福
祉
」
に
つ
い
て
、
現

状
や
今
後
に
関
す
る
多
様
な
考
え
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
有

意
義
な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　
現
在
、
似
た
よ
う
な
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
例

え
ば
「
共
生
社
会
」
「
多
様
性
」
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
経
済
や
所
得
、
人
口
、
気
候
変
動
な
ど
、
社
会
の
中
心
的

な
視
点
の
事
柄
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
「
そ
れ
ぞ
れ

の
人
が
幸
せ
か
ど
う
か
」
と
い
う
視
点
も
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
貴
重
な
一
日
で
し
た
。

と
も
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
南
町
長
　
中
村
英
明

町長日誌

まち未来創造課　広報担当者

可燃ごみ減量チャレンジ
Ｒ８.４月の可燃ごみ量は、
１人１日あたり、 ５１５ｇでした！

下半期(４～９月)の目標値は１人１日あたり502g以下です。
目標値まで、あと１３ｇ減量！

～今月の漢字～

「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
」
と
い
う
言
葉
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

たったもカードスペシャルポイント
20,000Pの有効期限
　令和８年１月20日に町民の皆さまに付与した「たったも
カードスペシャルポイント」の有効期限は令和９年１月31
日です。有効期限を過ぎるとスペシャルポイントは失効しま
すので、ぜひお早めにご利用ください。

ご誕生おめでとうございます
　氏　　名　　　　   届  出  人　　　      住　所 

生　田　　　碧　   　彩　　　　　霞
あおいいく た



至 茶屋

至 かすみ

県道
107
号（
横田
伯南
線）

シャトルバス発着場所

P

P

駐車場について
『福万来ホタル乃国2026』

詳しくは、現地スタッフに
お尋ねください。

下手駐車場

上手駐車場

町民の皆さまへ

福万来ホタル乃国2026
開催のご案内

■編集･発行　日南町 まち未来創造課　〒 689－5292　鳥取県日野郡日南町霞800  TEL：0859-82-1110　FAX：0859-82-1478

６月26日（金）から７月９日（木）まで町民の皆様は赤い「たったも
カード」を提示すると期間中、何度でも無料でご来場できます。
複数名で来場される場合も、代表者の方が提示されれば「OK」です。

町民の皆様は自家用車で直接「福万来ホタル乃国」までお越し頂く事も可能です。
福万来現地上手側と下手「佐木谷」側に町民駐車場がありますので、スタッフに赤い「たったもカード」を
提示し指示に従って駐車して下さい。

【問合せ】山里Loadにちなん　TEL：82－1715

草刈りの様子草刈りの様子

詳しくはこちらをチェック！

環境整備参加の皆様環境整備参加の皆様

会長自ら
草刈り作業に参加
会長自ら

草刈り作業に参加

みなさんのお越しをお待ちしています！みなさんのお越しをお待ちしています！


